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図表 1 主要指標一覧1（2011年） 

 

                                                   
1 JICA研究所にて年 3回改定。https://libportal.jica.go.jp/fmi/xsl/library/public/data/shihyo-p.html 

主要指標一覧　【 サモア 】

指　標　項　目 ２０００年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年
２０１０年の
地域平均値

地表面積（1000km2） 3 3 3 3 n.a.

人口（百万人） 0.177 0.182 0.182 0.183 2,201.570

人口増加率（％） 0.8 0.3 0.3 0.4 0.7

社 出生時平均余命（歳） 69 72 72 n.a. n.a.

妊産婦死亡率（ /10万人） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

会 乳児死亡率（ /1000人） 19.6 17.8 17.5 17.3 18.8

一人当たりカロリー摂取量（kcal/1日）*1 2,745 n.a. n.a. n.a. n.a.

指 初等教育総就学率(男)(％) 99.1 n.a. 103.2 106.5 n.a.

初等教育総就学率(女)(％) 99.1 n.a. 102.7 108.6 n.a.

標 中等教育総就学率(男)(％) 73.1 n.a. 78.2 79.3 n.a.

中等教育総就学率(女)(％) 83.3 n.a. 90.3 90.7 n.a.

等 高等教育総就学率(％) 7.4 n.a. n.a. n.a. n.a.

成人識字率（15歳以上の人口の内：％） n.a. n.a. 98.8 n.a. n.a.

絶対的貧困水準（1日1.25＄以下の人口比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

失業率(％) n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

GDP（百万USドル） 246 568 525 574 16,184,757

一人当たりGNI（USドル） 1,420 2,770 2,870 3,000 7,118

実質GDP成長率(％) 7.0 -3.7 -1.7 1.7 6.8

産業構造（対GDP比：％）

　　　農業 16.8 11.7 12.0 9.8 n.a.

　　　工業 26.0 28.8 26.3 28.2 n.a.

　　　サービス業 57.2 59.5 61.8 62.0 n.a.

産業別成長率(％)

経 　　　農業 0.1 -8.6 0.7 -11.2 2.9

　　　工業 13.6 -10.4 -8.1 8.1 n.a.

済 　　　サービス業 6.6 0.8 0.9 1.2 n.a.

総資本形成率（対GDP比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. 25.6

指 貯蓄率（対GDP比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. 28.2

消費者物価上昇率（インフレ：％） 1.0 11.6 6.3 0.8 n.a.

標 財政収支（対GDP比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

中央政府債務残高（対GDP比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

貿易収支（対GDP比：％） -23.4 -21.3 -23.7 -26.8 2.6

経常収支（対GDP比：％） n.a. -9.4 -1.8 -10.1 n.a.

外国直接投資純流入額（百万ドル） n.a. 46 10 1 n.a.

対外債務残高（対GNI比：％） 56.1 36.6 49.0 56.6 n.a.

DSR（対外債務返済比率：％） n.a. 4.2 4.7 5.2 n.a.

総外貨準備高（輸入支払い可能月数） n.a. 2.8 6.3 6.4 16.5

総外貨準備高（百万ドル） 64 87 166 209 5,743,625

名目対ドル為替レート*2 3.29 2.64 2.73 2.48 n.a.
(Tala per US Dollar: Period Average)

政治体制：立憲君主制。議院内閣制

　政*3 憲法：1962年1月1日公布

　治 元首：ﾂｲｱﾂｱ・ﾂﾌﾟｱ・ﾀﾏｾｾ・ｴﾌｨ（TUIATUA Tupua Tamasese Efi）。2007年6月20日就任。任期5年

　指 議会：ﾌｫﾉ（Fono）。一院制。49議席。1991年4月から普通選挙を実施。非ｻﾓｱ人には2議席が割り当てられている

　標 　　　　残り47議席の被選挙権は、ﾏﾀｲ（首長）の称号を持つ者のみに限定。任期5年

内閣：首相は議会が選出し元首が任命。任期5年。2006年4月21日第3次発足

　　　 首相 ﾂｲﾗｴﾊﾟ・ｻｲﾚﾚ・ﾏﾘｴﾚｶﾞｵｲ（TUILAEPA Sailele Malielegaoi）

出典　World Development Indicators Online (December 2011) World Bank
       *1  FAO Food Balance Sheets (June 2010) FAOSTAT Homepage
       *2  International Financial Statistics Online (January 2012) IMF
       *3  世界年鑑　2011　共同通信社
注 ●地域平均値は東アジア・大洋州の数値（地域分類は別添参照）
　　●「人口」、「GDP」、「外国直接投資純流入額」及び「総外貨準備高」の「2010年の地域平均値」においては、地域の総数を示す
　　●妊産婦死亡率の数値はWHO・ユニセフ・国連人口基金（UNFPA）の評価を反映した推定値
　　●総就学率は、学齢人口に占める就学者総数（年齢を問わない）の割合であるため、数値が100を超えることがある

https://libportal.jica.go.jp/fmi/xsl/library/public/data/shihyo-p.html
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歳出内訳（目的別分類） 【サモア】
2005/06年 2006/07年
（百万ﾀﾗ） （百万ﾀﾗ） （百万ﾀﾗ） 内訳 (百万US$)* 対GDP比

歳出 380.8 457.3 474.0 100.0% 182.3 32.2%
　一般サービス n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　国防 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　公安 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　経済関連 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　環境保全 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　住宅・生活関連施設 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　保健・医療 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　ﾚｸﾘｭｴｰｼｮﾝ･文化 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　教育 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　社会保障・福祉 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
注：会計年度は7月〜6月

*：対ﾄﾞﾙ換算ﾚーﾄはPeriod Average

出典　IMF Country Report No. 10/214 July 2010 IMF

2007/08年 2007/08年

中央政府歳入・歳出 【サモア】
2005/06年 2006/07年 2007/08年
（百万ﾀﾗ） （百万ﾀﾗ） （百万ﾀﾗ） (百万US$)* 対GDP比

歳入＋贈与受取額 388.2 486.7 454.9 175.0 30.9% 対ドルレート
　歳入 316.4 388.3 378.0 145.4 25.7% 2.6
　　租税収入 272.9 334.1 330.2 127.0 22.4%
　　非税収入 43.5 54.2 47.8 18.4 3.2%
　贈与受取額　 71.8 98.5 76.9 29.6 5.2%
歳出＋純貸付額 394.6 478.3 481.9 185.3 32.7% GDP(現地通貨)
　歳出 380.8 457.3 474.0 182.3 32.2% 1,472
　　経常歳出 294.7 333.6 377.8 145.3 25.7%
　　開発歳出 86.1 123.7 96.2 37.0 6.5%
　純貸付額 13.8 21.1 7.8 3.0 0.5%
財政収支 -6.3 8.4 -27.0 -10.4 -1.8%

2007/08年

ＪＩＣＡの対サモア技術協力
通貨単位 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 累計

億円 5.70 5.55 3.99 4.56 3.19 119.38
百万ドル 4.90 4.71 3.86 4.87 3.64

注：年の区切りは日本の会計年度(4月～3月)、また対ドル換算レートはOECD Homepageによる

出典： JICA技術協力実績

対サモアＯＤＡ実績

《我が国》 （支出純額、単位：百万ドル）

暦年 政府貸付等 無償資金協力 技術協力 合計
2005年 － 8.10 4.43 12.52
2006年 － 12.61 4.20 16.81
2007年 － 2.60 5.86 8.46
2008年 － 0.35 4.45 4.80
2009年 1.49 10.36 4.12 15.97
累 計 1.49 187.03 98.63 287.17

《ＤＡＣ諸国・国際機関》 （支出純額、単位：百万ドル）

暦年 うち日本 合計
2006年 日本 16.81 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 13.33 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 7.34 米国 0.75 ｽﾍﾟｲﾝ 0.02 16.81 38.25
2007年 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 12.89 日本 8.46 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 6.29 米国 1.02 ｶﾅﾀﾞ 0.38 8.46 29.14
2008年 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 12.43 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 7.62 日本 4.80 米国 0.83 英国 0.20 4.80 26.17

暦年 その他 合計
2006年 CEC 3.27 IDA 3.12 UNTA 0.84 UNDP 0.82 IFAD -0.06 0.74 8.73
2007年 IDA 5.95 CEC 2.24 UNTA 0.87 UNDP 0.56 IFAD -0.07 -1.41 8.14
2008年 CEC 9.37 IDA 1.86 ADB 0.51 UNDP 0.48 UNTA 0.12 0.44 12.78
注：年の区切りは1月～12月の暦年。DAC集計ベース

出典：ODA国別データブック 2010　外務省

5位4位2位 3位

5位4位3位2位1位

1位
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図表 2 貧困率・貧困ギャップ率・二乗貧困率2（2010年）  

 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.29, p33  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analys
is_Report_Final_280310.pdf 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 3 HDI指標の推移（2000年-2011年）3 

 
 

図表 4 HDI指標（男女別）の推移4（1981年‐2001年） 

 

（出所）UNDP Institutions, Sustainable livelihoods in a changing Sãmoa p.56, p.201 

  

                                                   
3 UNDP International Human Development Indicators, Samoa, 
 http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/WSM.html（2012/02/07アクセス） 
4 http://hdr.undp.org/en/reports/national/asiathepacific/samoa/name,2792,en.html 

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/WSM.html
http://hdr.undp.org/en/reports/national/asiathepacific/samoa/name,2792,en.html
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図表 5 MDG指標5（1990年 – 最新年） 

 

                                                   
5. http://www.mof.gov.ws/Portals/195/Services/Aid%20Coordination/mdg_report.pdf  

http://www.mof.gov.ws/Portals/195/Services/Aid%20Coordination/mdg_report.pdf
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（出所）UNDP (2010) Government of Samoa Millennium Development Goals Second progress report 2010, 

pp.6-8
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地図 1 サモア6 

 
 

                                                   
6 UNOCHA 
http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/FDA9B723C05008EEC1256F2D004801D0-Samoa_rel
98.jpg  

http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/FDA9B723C05008EEC1256F2D004801D0-Samoa_rel98.jpg
http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/FDA9B723C05008EEC1256F2D004801D0-Samoa_rel98.jpg
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I. サモアの貧困の状況の概観 
1. サモアの貧困状況概観 
サモアは、人口約 18.2 万人、ウポル島とサバイー島の 2 つの主要な島と、3 つの小さな

島から構成される島嶼国であり、1962 年に太平洋島嶼国の中で初の独立国となって以降、

安定的な政権を保ちながら、農業、沿岸漁業、観光等を中心に成長してきた7。サモアでは、

1997年、2002年、2008年に家計調査（Household Income and Expenditure Survey: HIES）

が実施され、最新の HIESは 2,012世帯を対象に実施された。同調査によると、サモアの貧

困線以下の世帯の割合は、全国で 20.1％、人口割合では 26.9％となっている8。地域別では、

サバイー島の貧困率が最も高く、世帯割合で 21.9％、人口割合で 28.8％となっている。人

口に占める貧困層の割合は農村部で高い傾向が見られ、2002 年の前回調査と 2008 年の調

査を比較した場合、ウポル島では 15.1%から 26.6%へ、サバイー島では 19.1%から 28.8%

へと上昇している。また、貧困ギャップ率（PGI）及び二乗貧困ギャップ率（SPGI）に関

しても、PGI が全国レベルでは、6.6 から 8.2 へと 1.6 ポイント上昇する一方、ウポル島と

サバイー島の貧困ギャップ率は、前者が 4.0から 8.7へ、後者が 5.4から 8.3へと悪化9を示

しており、農村部での貧困率悪化に加え、貧困の程度も悪化していることが推察される。

2002年から 2008年の 6年間、サモア経済は比較的好調であったが、貧困指標で測る限り、

格差は拡大し、経済成長が十分には貧困削減に結びつかなかった。このため、経済成長の

恩恵が、貧困層に行きわたるよう、雇用創出型の経済成長が求められている10。 

 所得以外の側面に関しては、サモアの 2011 年の HDI をみると、0.688 となっており、

187か国中 99位に位置付けられている11。2000年から 2011年のサモアの HDIと、東アジ

ア大洋州の地域平均 HDIと比較した場合、サモアの HDI は、東アジア大洋州平均を僅かに

上回っており、比較的良好な生活環境であることが伺える。また、MDGs に関しては、目

標 5 の妊産婦の健康の改善、目標 6 の HIV / エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延の防

止に関して、達成が危ぶまれる項目が複数見られるものの、その他の目標は概ね達成か、

達成圏内となっており、比較的良好な進捗が示されている。

                                                   
7 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.9 
8 同上, p. 31 
9 同上, p. 33 
10 同上, p. 6 
11 UNDP International Human Development Indicators, Samoa, 
http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/WSM.html（2012/02/07アクセス） 

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/WSM.html
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II. サモアの貧困削減のための政策枠組み12 
2008年 5月に発表された現行の国家開発計画（Strategy for the Development of Samoa 

2008 - 2012 “ensuring sustainable economic and social progress13”）は、2005年から 2007

年を対象とした開発計画の成果の振返りと、2008年から 2012年を対象とした開発計画の 2

章から構成されている。 

貧困に関しては、冒頭の 1980年から 2005年の経済社会開発の概要の中で、サモアに貧

困事象を示す公式な数字は存在しないとしながらも、参加型貧困評価において機会の貧困

（poverty of opportunity）から生ずる困難を経験している相当数の世帯が確認されたと指摘

している14。また、機会の貧困については、基礎サービスへのアクセスの欠如、世帯の基礎

的なニーズや慣習的な義務を満たすための適切な資源の欠如、コミュニティーの社会経済

生活に参加するための機会の欠如、の 3 つの形態によって示されるとし、脆弱なグループ

として、土地を所有しない個人と世帯、失業者（特に、首都アピア近郊に移動した若者に

主に見られるスキルのない若者）、単一収入世帯、孤立した農村分の世帯、子供の数の多い

世帯、家族の支援のない高齢者、障害者を挙げている15。 

2005 年から 2007 年を対象とした国家開発計画の成果の振返りに関しては、民間セクタ

ー強化、農業開発、観光開発、コミュニティー開発、教育開発、保健開発から構成される 6

つの戦略的目標毎に、取組みとその成果を記述している。民間セクター強化に関しては、

マクロ経済の安定、インフラや電力、水、通信、輸送の効率的・効果的な提供、効率的・

効果的な行政、貿易自由化の継続から構成され、マクロ経済の安定について、2005 年から

2007 年の間、目標とする経済成長率を 3-4％上回ったとし、予算や外貨準備高についても

肯定的な評価を与えている16。インフラや電力、水、通信、輸送 の効率的・効果的な提供

に関しては、サモア水道公社による水供給へのアクセスが、全人口の 88％に到達したこと、

電話の普及率が 100人当たり 56台と予想の 2倍以上伸びたこと、輸送については Faleolo‐

Apia 間の道路補修等が実施され道路が改善したこと、航空料金引き下げにより国際航空輸

送サービスが改善したこと等が成果として挙げられている17。行政に関しては、多くの省庁

においてサービス憲章が策定・適用されたこと、中期支出枠組みを含む 6 つのセクター計

画が策定されてこと等が成果として挙がっている。また、投資促進に関しては、税や港湾

費用の見直し、通関簡素化の適用等の成果が挙げられている。農業開発に関しては、食糧

安全保障強化、農産物生産、漁業、林業、牧畜開発への商業投資促進、農漁業省強化の 3

点から構成され、食糧安全保障に関しては、根菜類や伝統作物の生産支援等の施策を実施

                                                   
12 サモアのPRSPは策定されていない。また、近年の一人あたりGDPの成長等により LDCの卒業が見込
まれているが、気候変動を含む自然災害に対する脆弱性等を理由に、LDCと見なされ続けている。 
13 http://www.sprep.org/att/IRC/eCOPIES/Countries/Samoa/104.pdf（2012/0207アクセス） 
14 Ministry of Finance (2008) Strategy for the Development of Samoa 2008 - 2012 “ensuring sustainable 
economic and social progress, p4  
15 同上 
16 同上, pp.4-8 
17 同上 

http://www.sprep.org/att/IRC/eCOPIES/Countries/Samoa/104.pdf
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したとしている。農業生産については、2005年に 15.5％上昇したが、2006年は 6.6％の減

尐を記録し、依然、天候の影響を受けやすい状況にあることが指摘されている18。観光開発

に関しては、マーケティング戦略の改善、インフラ及び人材開発に注力した結果、サモア

訪問者は 2005年に 7.5％、2006年に 20.4％、2007年も 9月までの累計で前年同期比 11.2％

の増加を記録し、観光による外貨収入も 2005年に 7.6％、2006年に 19.8％増加し、約 249

百万ドルを記録したとして、肯定的に評価している19。コミュニティー開発に関しては、小

規模企業センター（Small Business Enterprise Centre :SBEC）、ビジネス開発における女性

（Women in Business Development :WIBDI）等により研修、マイクロ・クレジットを通じ

た資金アクセスが提供され、約 3000 人の小規模事業者に対して研修機会が提供され、約

1000 件の事業が資金プログラムの恩恵を受けたとしている20。教育に関しては、教員や教

材の質改善、カリキュラムや評価の改善等が注力分野とされ、教員に対する継続的な研修

の実施、国家カリキュラム政策枠組みの実施、EFA 達成に向けたコミュニティー学習セン

ターの設置、手話等を含む多様な教材の開発、学校でのコンピューター利用等が成果とし

て挙げられている21。保健に関しては、効率的な予防、保健人材の育成、施設・機材の改善

等が重点分野とされ、結核・はしか・ジフテリア・百日咳の予防接種プログラムを実施し、

95％以上をカバーしたこと、医師の労働条件改善、心臓、外科、整形外科、眼科、精神科

等の専門医を招聘しての研修実施、看護師に対する研修実施、世界銀行の支援を得た Tupua 

Tamasese Meaole国立病院の近代化、JICAの支援を得たサバイーの Malietoa Tanumafili II 

病院の改修等が成果として挙げられている22。 

2008 年から 2012 年を対象とした国家開発計画では、国民の生活の質の改善（"Improve 

Quality of Life for All”） をビジョンとして掲げ、下記の 3分野を重点分野と定め、7つの目

標を掲げている23。貧困との関係では、民間セクターでの雇用創出や、コミュニティー開発

の文脈での経済社会福利の改善を目指すことが示されているほか、教育や保健の改善等、

所得以外の貧困の側面についても改善を目指す内容となっている。 

 

国家開発戦略 2008 - 2012の 3重点分野と 7つの目標 

優先分野 1：経済政策 

目標 1：マクロ経済安定の維持 

目標 2：民間セクター主導の経済成長と雇用創出 

優先分野 2：社会政策 

目標 3：教育成果の改善 

                                                   
18 Ministry of Finance (2008) Strategy for the Development of Samoa 2008 - 2012 “ensuring sustainable 
economic and social progress, pp.8-9 
19 同上, p9 
20 同上, p10 
21 同上, pp.10-11 
22 同上, pp.12-13 
23 同上, p14 
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目標 4：保健成果の改善 

目標 5：コミュニティー開発（経済社会福利の改善と村のガバナンス向上） 

優先分野 3：公共セクター管理及び環境持続性 

目標 6：ガバナンスの改善 

目標 7：環境持続性と災害リスク削減 

 

2012年 3月現在、2008年から 2012年を対象とした国家開発計画の進捗や成果に関する

サモア政府による評価は実施されていないが、目標 1 のマクロ経済安定の維持、目標 2 の

民間セクター主導の経済成長と雇用創出に関し、2009 年時点では、世界的な景気の減速を

受け、経済は 5.5%のマイナス成長となり、正規雇用も 2008 年 6 月から 2009 年 6 月にか

け、9.3％の減尐を記録している24。また、目標 7の一部である災害リスク削減に関しては、

2009 年の津波により、インフラや観光施設の損害に加え、5,000 人を超える人が、直接的

な影響を受けたとされている。

                                                   
24 ADB (2010) “ Proposed Program Cluster and Loan for Subprogram 1 Independent State of Samoa: 
Economic Recovery Support Program”, p1, 
http://www2.adb.org/Documents/RRPs/SAM/43191-sam-rrp.pdf  

http://www2.adb.org/Documents/RRPs/SAM/43191-sam-rrp.pdf
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III. 所得貧困による分析 
1.  貧困線とデータ 
貧困関連のデータは、家計調査（HIES）をもとに作成されている。HIES は、1997 年、

2002 年、2008 年の 3 回実施されており、現行の最新版である 2008 年の HIES は、2,012

世帯を対象に実施された25。HIESは、首都アピアがあるアピア都市部（Apia Urban Arena）、

ウポル島北西部（North-West Upolu）、ウポル島（Rest of Upolu）、サバイー島（Savaii）の

4地域の世帯を対象に実施され、サンプルとなる世帯の構成は、アピア 396世帯、ウポル島

北西部 648世帯、ウポル島 498世帯、サバイー島 470世帯となっている26。 

 サモアでは、貧困線は食糧貧困線（FPL）と基礎生活貧困線（BNPL）の 2 種類あり、

これらの貧困線・基準は、MDGs で活用されている 1 日 1 ドル（購買力平価）未満で生活

する人口の割合という貧困基準とは異なる基準で貧困が論じられていることに留意が必要

である27。食糧貧困線（Food Poverty Line：FPL）は、成人の平均カロリー摂取量である

2,100～2,200 カロリーを摂取するために必要な費用から算出された貧困線であり、UNDP

の報告書によると、サモアにおける 2008年の家計調査の FLPは 1人 1日当たり約 4.51サ

モアタラ（SAT）28、週当たり 31.56SATと推計されている。一方、基礎生活貧困線（Basic 

Need Poverty Line：BNPL）は、FPLに住宅、教育、保健、衣類、水道、電気代、交通費な

どの最低限の生活費用を足し合わせた貧困線であり、上記 UNDP の報告書によると、サモ

アの 2008年家計調査時の国レベルでの BNPLは、1人 53.59SAT/週と推計されている。世

帯単位で BNPLをみると、国レベルでは、493.02SAT/週となっており、1人あたりの BNPL

が最も高いウポル島北西部では、559.23SAT、次いでアピア都市部 533.97SAT、ウポル島

466.76SAT、サバイー島 459.96SATの順となっており、地方部での BNPLの低さは、非食

糧支出の尐なさに起因している29。このように、サモアでは、FPLと BNPLの 2種類が存在

するが、サモアにおける「貧困（Incidence of Poverty）」とは、基礎生活貧困線（BNPL）

以下の所得の世帯を意味している30。 

 

 

 

                                                   
25 Government of Samoa（2008）Household Income and Expenditure Survey, Tabulation Report 2008, p2,  
http://www.sbs.gov.ws/LinkClick.aspx?fileticket=9JbQZKwGq%2fA%3d&tabid=5547&language=en-US  
26 同上。なお、HIES（2008）、及び左記家計調査を基に貧困分析を行っている UNDP の報告書のいずれ
においても、Urbanの定義はなされていない。 
27 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p2、サモアでは、購買力平価（PPP）に関する指
数が整備されていないため、PPPベースで 1日 1ドル未満を貧困基準とする指標は整備されていない。 
28 1タラ（SAT又はWST）＝34.44円（JICA平成 23年度 2月精算レートによる） 
http://www.jica.go.jp/announce/manual/form/consul_g/pdf/rate_2011.pdf  
29 同上, p.3 
30 同上, pp.16-17 

http://www.sbs.gov.ws/LinkClick.aspx?fileticket=9JbQZKwGq%2fA%3d&tabid=5547&language=en-US
http://www.jica.go.jp/announce/manual/form/consul_g/pdf/rate_2011.pdf
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図表 6 貧困線（BNPL）31（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP （2010） A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.29 

 

2. 貧困の状況―貧困率・貧困ギャップ率の分析 
2008 年の家計調査によると、貧困線（BNPL）以下の世帯の割合は、全国で 20.1％、人

口割合では 26.9％となっている。地域別では、世帯割合と人口割合で数値は異なるが、貧

困率が最も高い地域は、サバイー島（世帯割合 21.9％、人口割合 28.8％）、次いでウポル島

（20.5%、26.6％）、ウポル島北西部（19.4％、26.8%）、アピア都市部（17.2%、24.4%）

の順となっている。 

 

図表 7 貧困率（BNPL）32（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP （2010） A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.3 

                                                   
31 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
32 同上 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 8 貧困率の推移（2002年及び 2008年）33 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.31 

 

アピア都市部とウポル島北西部の人口に占める貧困層の割合は、2002 年の前回調査から

大きな変化はみられていない。一方、人口に占める貧困層の割合は農村部で高い傾向が見

られ、2002 年の前回調査と比較し、ウポル島では 15.1%から 26.6%へ、サバイー島では

19.1%から 28.8%へと上昇している。こうしたウポル島やサバイー島の貧困層人口増加の背

景要因として、ウポル島において、多数を雇用していた矢崎総業（矢崎 EDSサモア株式会

社）の従業員削減や、非食糧消費への需要の高まりが指摘されている34。 

 

3. 貧困ギャップ率、二乗貧困ギャップ率の分析 
図表 9 は、貧困ギャップ率（PGI）及び二乗貧困ギャップ率（SPGI）の経年変化と地方

別の値を示している。貧困の深刻度の平均を示す貧困ギャップ率は、2008 年の家計調査で

は 8.2％（全国レベル）となっている。貧困ギャップ率は、貧困層の消費水準の貧困ライン

からの不足分を示しており、もし、非貧困者が貧困線と同等の消費をしたうえで、貧困者

層が貧困線相当の消費を行おうとすると 8.2％の不足となる事を示している。 

2002 年から 2008 年までの変化に関しては、PGI が全国レベルでは、6.6 から 8.2 へと

1.6 ポイント上昇している。地域別に見ると、ウポル島とサバイー島の貧困ギャップ率は、

前者が 4.0 から 8.7へと 4.7 ポイント悪化、後者が 5.4 から 8.3 と 3.9 ポイントの悪化を示

す一方、ウポル島北西部では、8.8から 8.0へと改善を示している。二乗貧困ギャップ率に

関しても、貧困ギャップ率と同様の変化がみられ、農村部での貧困率悪化に加え、必要不

可欠な食糧や、非食糧品の価格上昇に直面し、貧困の程度も悪化していることが推察され

                                                   
33 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf (2012/2/15アクセス) 
34 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.4 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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る35。 

 

図表 9 貧困ギャップ率・二乗貧困ギャップ率の推移（2002年及び 2008年）36 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.33 

 

4. 格差の分析―ジニ係数・所得階層の分析 
2002 年から 2008 年にかけて、全レベルのジニ係数は 0.43 から 0.47 と上昇しており、

格差は拡大していると言える。また、地域別では、アピア都市部で 0.4から 0.48との 0.08

ポイントの増加を記録するなど、全ての地域で 2002年より数値が上昇しており、格差が拡

大していること示唆している。また、階層別の世帯所得を見ると所得階層の下位 10％の所

得全体に占める割合が 1.9％に対して、所得階層上位 10％は、33.8％を占めており、所得の

格差が大きいことが分る。 

 

図表 10 ジニ係数（2002年及び 2008年）37 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.34 

 

                                                   
35 同上, p.34 
36 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf (2012/2/15アクセス) 
37 同上 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 11 階層別の世帯所得の割合（2008年）38 

 
（出所）Government of Samoa（2008）Household Income and Expenditure Survey, Tabulation Report 2008, 

p.53 

 

                                                   
38 http://www.sbs.gov.ws/LinkClick.aspx?fileticket=9JbQZKwGq%2fA%3d&tabid=5547&language=en-US 
(2012/2/15アクセス) 

http://www.sbs.gov.ws/LinkClick.aspx?fileticket=9JbQZKwGq%2fA%3d&tabid=5547&language=en-US
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IV. 所得貧困以外による分析 
1. HDIによる経年変化の分析と地域国際比較 
サモアの 2000年から 2011年の HDIの推移を見ると、2000年の 0.657から、2011年の

0.688 と僅かながらも上昇しており、2011 年の HDI は、187 か国中 99 位となっている39。

また、2000年から 2011年のサモアの HDIと、東アジア大洋州の地域平均 HDIと比較した

場合、サモアの HDIは、東アジア大洋州平均を僅かに上回っている。 

 

図表 12 HDI指標の推移（2000年-2011年）40 

 
 

図表 13 サモア、東アジア太平洋地域、世界の HDIの推移（1980年-2011年）41 

 

 

                                                   
39 UNDP International Human Development Indicators, Samoa,  
http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/WSM.html（2012/02/07アクセス） 
40 同上 
41 同上 

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/WSM.html
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図表 14 HDI指標（男女別）の推移42（1981年、1991年、2001年） 

 

（出所）UNDP Institutions, Sustainable livelihoods in a changing Sãmoa p.56, p.201 

 

2. MDG指標の分析43 
サモアの MDGs 各目標の 1990 年からの推移は下図表のとおりである。極度の貧困と飢

餓の撲滅に関しては、食糧貧困の人口に占める割合は低く、目標を達成する見込みである

が、基礎生活貧困線（BNPL）を基準とした貧困削減は、目標を外れているとの指摘がなさ

れている。初等教育の完全普及に関しては、目標達成が見込まれているが、若年層の識字

率が、2003年の 99.5％から 2006年には 75.1％に低下するなど、識字について懸念が示さ

れている。ジェンダー平等推進と女性の地位向上に関しては、女児の教育目標については

達成見込みであるが、男児の教育目標、女性のエンパワメント目標について、達成が懸念

されている。乳幼児死亡率の削減に関しては、5歳未満の乳幼児死亡率の目標は達成が見込

まれているが、予防接種目標については達成が懸念される状況にある。妊産婦の健康の改

善に関しては、妊産婦死亡率は、目標達成が見込まれるが、リプロダクティブ・ヘルスに

ついては、達成が懸念される状況にある。HIV / エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延の

防止に関しては、HIV / エイズの治療への普遍的アクセスの実現は目標達成が見込まれる一

方、HIVの蔓延予防やラリア及びその他の主要な疾病の発生に関する目標については、達成

が危ぶまれる状況にあるとされている。 

 

                                                   
42 http://hdr.undp.org/en/reports/national/asiathepacific/samoa/name,2792,en.html (2012/2/15アクセス) 
43 UNDP (2010) Government of Samoa Millennium Development Goals Second progress report 2010, p.5,  
http://www.mof.gov.ws/Portals/195/Services/Aid%20Coordination/mdg_report.pdf (2012/2/15アクセス) 

http://hdr.undp.org/en/reports/national/asiathepacific/samoa/name,2792,en.html
http://www.mof.gov.ws/Portals/195/Services/Aid%20Coordination/mdg_report.pdf
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 図表 15 MDG指標44（再掲）（2010年） 

 

                                                   
44 http://www.mof.gov.ws/Portals/195/Services/Aid%20Coordination/mdg_report.pdf  

http://www.mof.gov.ws/Portals/195/Services/Aid%20Coordination/mdg_report.pdf
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（出所）UNDP (2010), Government of Samoa Millennium Development Goals Second progress report 2010, 

pp.6-8. 
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3. 食糧安全保障・脆弱性による分析 
 サモアの食糧安全保障は、自給自足を主とした農業や漁業により、比較的良好な状況

にある45。FAO の統計によると、サモアの栄養不足人口の割合は、1990 年-92 年の調査で

は 12％であったが、2000年-02年、2006年-08年の調査では、いずれも 5％未満となって

いる。サモアの栄養不足人口の割合は、大洋州の平均と比較しても低く、国レベルでの分

析では、食糧安全保障の状況は比較的良好であると言える。 

 

図表 16 サモアの栄養不足人口の割合46（1990-92年、2000-02年、2006-08年） 

 
（出所） FAO Global Statistics Service - Food Security Indicators, Samoa 

 

図表 17 サモアと大洋州の栄養不足人口の割合（1990-92年、2000-02年、2006-08年） 

 

（出所） 同上 

 

 また、サモアの各地域や所得階層別の食糧消費に占める自給率の割合は、下図表のと

おりとなっている。食糧の自給自足維持は、自然災害や食糧価格上昇局面において、世帯

の食糧安全保障にとって重要である47。ウポル島農村部の低所得層の食糧消費に占める自給

率の割合は、55％と最も高くなっており48、農村部で高い傾向がみられる。一方、アピア都

                                                   
45 Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.9 
46 http://www.fao.org/fileadmin/templates/ess/documents/food_security_statistics/monitoring_progress_by_
country_2003-2005/Samoa_e.pdf (2012/2/15アクセス) 
47 同上 
48 Government of Samoa and UNDP (2010), p.25 

http://www.fao.org/fileadmin/templates/ess/documents/food_security_statistics/monitoring_progress_by_country_2003-2005/Samoa_e.pdf
http://www.fao.org/fileadmin/templates/ess/documents/food_security_statistics/monitoring_progress_by_country_2003-2005/Samoa_e.pdf
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市部の低所得層の同割合は 19％と低く、農村部と都市部で、食糧消費に占める自給自足の

程度に大きな差異があることがわかる。さらに、アピア都市部とサバイー島の低所得階層

世帯における主要な食糧消費品目を比較した場合、アピア都市部の世帯では、購入・輸入

した食品が食糧消費の半分を占めるのに対し、サバイー島では、食糧消費に占める輸入品

目の割合は約 1/4となっており、食糧価格が上昇する局面において、サバイー島の低所得者

層の方が、アピア都市部の低所得者層より、食糧安全保障上の脆弱性は低くなっている49。 

 

図表 18 食糧消費に占める自給率の割合50（2008年） 

 
（出所） Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.25 

 

                                                   
49 同上 
50 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 19 アピア都市部の低所得階層世帯における主要な食糧消費品目の構成（2008年）51 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p27 

 

 

図表 20 サバイー島の低所得階層世帯における主要な食糧消費品目の構成（2008年）52 

 
（出所） Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.27 

                                                   
51 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
52 同上  

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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V. 社会的属性・特性と貧困との関連の分析 
1. 社会的属性・特性による特長 
(1) 大家族と貧困 

2008年の家計調査によると、サモアにおける 1世帯の平均規模は、7.3人となっている。

所得階層下位 20％に属する世帯の世帯規模の全国平均は、9.8 人となっており、世帯規模

の最も大きいウポル北西部の所得階層下位 20％の世帯では 10.1人となっている。所得の低

い世帯の世帯規模が大きい一方、所得階層上位 20％の世帯規模は、全国平均 4.6 人、世帯

規模の最も大きいウポル北西部でも所得階層上位 20％の世帯規模は、4.6 人であり、都市

部、農村部の区別無く、所得の高い層では世帯の規模が小さく、所得の低い層では、世帯

の規模が大きい。 

 
図表 21 所得水準と世帯規模の関係53（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.21 

 
(2) 世帯の子供の数と貧困  
サモアでは、全人口の 39.9%が 15歳以下の子供であり、国全体では、約 30%の子供が所

得階層下位 20％の世帯に属し、約 43%の子供が所得階層下位 30％の世帯に属している。一

方、所得階層上位 20％の世帯には約 10%の子供しか属しておらず、子供の多くは貧しい世

帯に属していることがわかる54。世帯あたりの子供の数に関しては、所得の最も低い階層で

は、子供の数が 4.8と多いのに対し、所得の最も高い階層では、子供の数が 1.2となってお

り、世帯の所得が高くなるに従い、世帯あたりの子供の数が減尐する傾向がみられる。 

 

                                                   
53 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
54 Government of Samoa and UNDP (2010) , A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.36 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 22 所得階層毎の子供の割合と、世帯あたりの子供の数55（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.48 

 

図表 23 所得階層毎の子供の割合56（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.21 

 

(3) ジェンダーと貧困 
サモアでは女性がコミュニティーの中で重要な役割を担う等しており、また、政府は、

1991 年に女性省を設置し、女性の経済、社会的地位の向上に努めている57。サモアにおけ

る女性世帯主世帯（Female House Hold Head: FHHH）の数は 5,496世帯で、全世帯の 21.9%

にあたる。所得階層下位 20％の世帯のうち FHHHの割合は 17.4%（FHHH全体の 15.9%に

                                                   
55 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
56 同上  
57 ADB (2000), Assessment of Socio-Environmental Performance 2001-2003,  
http://www.adb.org/documents/caps/SAM/0103.asp (2012/02/09アクセス)  

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.adb.org/documents/caps/SAM/0103.asp
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相当）であり、所得階層下位 30％の世帯のうち FHHHの割合は 17.5%（FHHH全体の 23.9%

に相当）となっている。また、所得階層上位 20％の世帯のうち、21.8%が FHHH（FHHH

全体の 19.9%）となっており、サモアでは世帯主の性別が貧困状態に与える影響は、比較

的小さいと言える58。但し、全国レベルでは、女性の 37.4%が所得階層下位 30％の世帯に

属しており、所得階層上位 20％の世帯に属する女性の割合は 12.9%に留まっている。また、

ウポル島北西部では、女性の約 40%が所得階層下位 30％の世帯に属している。これらより、

サモアでは世帯主の性別が貧困状態に与える影響は、比較的小さいが、貧困層世帯に女性

が多く、経済活動において、女性が潜在的に不利益を被っている可能性が示唆されている59。 

 

図表 24 所得階層毎の女性世帯主世帯の割合60（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.22 

 
図表 25 所得階層毎の女性の割合61（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.35 

 

                                                   
58 同上, pp. 35 - 36 
59 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, pp.35-36 
60 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
61 同上 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 26 所得階層毎の女性の割合62（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.36 

 

図表 27 所得階層毎の女性の割合63（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.46 

 

(4) 雇用と貧困64 

サモアの農村部の世帯では、男性は主に農業に従事し、自家消費及び、商品作物の両方

を生産しており、女性は家事に従事している。男女の賃金労働に従事する割合は、女性の

場合、所得階層下位 20％の世帯の女性の約 20%、所得階層上位 20％の世帯の女性の 46%

が賃金労働に従事し、男性については、所得階層下位 20％と上位 20％の賃金労働者の割合
                                                   
62 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
63 同上  
64 Government of Samoa and UNDP (2010) , A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.36 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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は、それぞれ 38％、43％となっている。また、所得階層の最も低い世帯において、家事に

従事している女性の割合は、農村部・都市部に関わらず 60%から 70%となっている。家事

に従事している女性、農業に従事している男性は、賃金労働者として働くことが可能であ

るが、特に、農村部の雇用機会は限られており、雇用機会さえあれば働けるが、働いてい

ない状況にあり、こうした雇用状況が、貧困の背景にあると推測される。 

 

図表 28 農村部の所得階層・男女別就業形態65（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.37 

                                                   
65 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf  

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 29 都市部の所得階層・男女別就業形態66（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.37 

 

図表 30 農村部の経済活動人口の女性の所得階層別の就業形態67（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.48 

 

                                                   
66 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
67 同上 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 31 都市部の経済活動人口の女性の所得階層別の就業形態68（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.49 

 

図表 32 農村部の経済活動人口の男性の所得階層別の就業形態69（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.50 

 

                                                   
68 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
69 同上 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf


 

 27 

図表 33 都市部の経済活動人口の男性の所得階層別の就業形態70（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.50 

 

(5) 教育レベルと貧困 
他国と同様、サモアにおいても貧困と教育レベルには関係が見られる。サモアの教育水

準は比較的高く、初等教育を修了できない割合は、都市部・農村部ともに女性の約 5%、男

性の約 10%程度と低くなっている71。教育レベルと所得の関係について、高等教育を修了し

た都市部男性の 27.5％は、所得の最も高い階層に属し、4.3％が所得の最も低い階層に属し

ている。農村部でも、高等教育を修了した男性の 17.6%は所得の最も高い階層に属し、3.6％

が所得の最も低い階層に属している。都市部、農村部ともに、高等教育を修了した男性は、

所得の最も高い階層に、最も多く所属しており、高等教育と所得水準の間に関連がみられ

る。女性に関しても、都市部、農村部、双方で高等教育を修了した女性は、所得の最も高

い階層に最も多く所属しており、男性同様、高等教育と所得水準の間に関連がみられる。 

また、農村部と都市部を比較すると、都市部の方がより高いレベルの教育機関を修了す

る傾向があり、こうした傾向は、より良い教育を求めての農村部から都市部への移住や、

子供を都市部の親戚に預ける動きを促進している72。 

 

                                                   
70 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.37 
71 同上 
72 同上 
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図表 34 農村部における所得階層別の学歴73（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.38    

 

図表 35 都市部における所得階層別の学歴74（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.37   

 
                                                   
73 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
74 同上 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 36 所得階層と学歴との関連性75（2010年） 

 

 
 

                                                   
75 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf  

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, pp.51-53 
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2. 社会的に排除されているグループの存在と貧困の関係 
(1) 農村部での貧困問題 
既述のとおり、2008 年の家計調査によると、貧困線（BNPL）以下の世帯の割合は、地

域別では、サバイー島の貧困率が（世帯割合 21.9％、人口割合 28.8％）最も高く、次いで

ウポル島（20.5%、26.6％）、ウポル島北西部（19.4％、26.8%）、アピア都市部（17.2%、

24.4%）の順となっており、都市部と比較し、農村分の貧困率が高い。また、地域別の貧困

率の経年変化を見ると、人口に占める貧困層の割合は農村部で高い傾向が見られ、2002 年

の前回調査と比較し、ウポル島では 15.1%から 26.6%へ、サバイー島では 19.1%から 28.8%

へと上昇している。さらに、教育等、所得以外の側面においても、都市部と農村部では格

差が存在している。 

 

図表 37 貧困率（BNPL）76（2008年） 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP（2010）, A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.3 

 

                                                   
76 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 38 貧困率の推移77（2002年及び 2008年） 

 
（出所） Government of Samoa and UNDP （2010） , A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.31 

 

図表 39 農村部における所得階層別の学歴78（2008年） 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.38 

 
                                                   
77 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
78 同上    

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 40 都市部における所得階層別の学歴79（2008年） 

 
（出所） Government of Samoa and UNDP (2010),  A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p37 

 

(2) 若者と貧困 
 サモアの人口統計の年齢の中央値は19.7歳であり、サモアは若年層が多い国である80。

2002 年に実施された家計調査では、農村部から都市部へ移住した若者が経済的困難に直面

していることが指摘されおり、その要因として、サモア経済が若者に対して十分な雇用を

提供できないことや、若者のスキル不足が挙げられている81。サモア政府が実施した 2006

年の調査によると、15 歳以上の失業者のうち、若年層（15 歳-24 歳）が 64％、34 歳以下

が 89％を占めており、失業者に占める若年層の存在が際立っている。 

 

                                                   
79 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 
80 ILO (2009) Decent Work Country Programme, Samoa, p.6,  
http://www.ilo.org/wcmsp5/groups/public/---asia/---ro-bangkok/documents/publication/wcms_120554.pdf 
(2012/02/09アクセス) 
81 同上, p 8 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.ilo.org/wcmsp5/groups/public/---asia/---ro-bangkok/documents/publication/wcms_120554.pdf
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図表 41 失業者の年齢別内訳（2006年）82 

 
（出所）Government of Samoa (2006) Population and Housing Census Report 2006, p. 28 

 

 

                                                   
82http://www.sbs.gov.ws/Portals/138/PDF/census%20survey/census2006/2006_census.pdf (2012/02/09 ア
クセス) 

http://www.sbs.gov.ws/Portals/138/PDF/census%20survey/census2006/2006_census.pdf
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VI. 貧困に影響を与えている要因およびリスク 
1. 燃料・食糧価格の高騰 
サモア経済は、島嶼国であり物理的に他の経済圏から離れていること、経済の多様化が

限定的であること、自然災害や環境被害を受けやすいこと、制度的能力が限られているこ

と等により、脆弱性が高いと指摘されており83、UNCTADの経済脆弱性指標（EVI）におい

て、111 カ国の開発途上国の中で下から 20 番目に位置付けられている84。サモアの経済性

弱性を示す端的な例として、燃料や食糧の国際的な価格高騰に対する脆弱性がある。食糧

貧困線（FPL）の推計に用いるデータによると、2008 年第 4 四半期のフードバスケットの

価格は、第 1 四半期の価格と比較し、約 25％上昇している85。貧困線（BNPL）の 10%の

上昇は、7,976人（人口の 4.4％）、20%の上昇は 16,880人（9.3％）の貧困人口の増加に繋

がると推測されており86、燃料や食糧価格の上昇は、貧困に影響を与える主要な要因の一つ

と考えられる。 

 

図表 42 人口に占める BNPL以下の人口の割合87（2002年、2008年）  

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p32 

 

2. 自然災害 
 サイクロン（1990 年、91 年、2004 年）、地震、津波（2009 年）等の自然災害は、サ

                                                   
83 ILO (2009) Decent Work Country Programme, Samoa, p.6 
84 ADB Poverty Assessment, http://www.adb.org/documents/caps/SAM/0102.asp  
85 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p32 
86 同上 
87 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analy
sis_Report_Final_280310.pdf 

http://www.adb.org/documents/caps/SAM/0102.asp
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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モアの経済、社会にとって大きな脅威となっている。特に、発生頻度の高いサイクロンは、

貧困層だけでなく、サモア市民、経済にとり脅威である88。1990年のサイクロン Ofa、1991

年の Val、2004年の Heta等、1981年から 2006年までの間に、サモアは 15のサイクロン

を経験している89。サモア政府が実施したサイクロン Heta に関する調査によると、サイク

ロンの被害により、食糧供給が減尐、食糧価格が上昇し、各世帯の食糧支出が増加してい

る90。また、多くの世帯で所得の減尐も生じており、サモア市民、特に貧困層にとり、サイ

クロンは大きな脅威となっている。 

 

図表 43 サイクロン Hetaのサモアの各世帯の食糧安全保障への影響（2004年）91 

 

 

                                                   
88 UNCTAD (2006) Vulnerability profile of Samoa, March 2006, p 14,  
http://www.un.org/esa/policy/devplan/profile/vulnerability_profile_samoa.pdf （2012/02/13 アクセス） 
89 同上 
90 Government of Samoa (2004) 2004 Food Security Assessment Survey, pp.12 - 14, 
http://www.sbs.gov.ws/LinkClick.aspx?fileticket=8d6957wM22A%3D&tabid=5291&language=en-NZ 
(2012/02/13アクセス)  
91 同上  

http://www.un.org/esa/policy/devplan/profile/vulnerability_profile_samoa.pdf
http://www.sbs.gov.ws/LinkClick.aspx?fileticket=8d6957wM22A%3D&tabid=5291&language=en-NZ
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（出所）Government of Samoa (2004), 2004 Food Security Assessment Survey, pp.13 – 14 

 

3. 気候変動 
サモアの人口とインフラの 70%は、海抜の低い海岸線に集中しており、気候変動による

海面の上昇や、海岸線の浸食は大きなリスクとなっている92。サモア政府は、気候変動に対

して最も脆弱なセクターとして、水、保健、農業・食糧生産、インフラ、生物多様性と漁

                                                   
92  Government of Samoa (2010), Samoa’s Second National Communication to the United Nations 
Framework Convention on Climate Change, p.14,  
http://unfccc.int/essential_background/library/items/3599.php?such=j&symbol=WSM/COM/2%20E#beg  

http://unfccc.int/essential_background/library/items/3599.php?such=j&symbol=WSM/COM/2%20E#beg
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業を挙げ93、水セクターに関しては、降雤の減尐による水不足、豪雤による水害、保健セク

ターに関しては、腸チフスやデング熱の発生、農業に関しては農作物の被害、漁業につい

ては、海水面の気温上昇に伴う沿岸漁業資源への影響等を指摘している94。既述のとおり、

農村部の貧困層は、農業や漁業による食糧の自給自足に依存する割合が高いため、気候変

動は、今後も貧困に影響を与える重要なリスク要因と考えられる。 

 

4. 海外からの送金 
 サモアは大洋州において MIRAB（Migration, Remittances, Aid and Bureaucracy）経済

と評されてきた95。ニュージーランド、オーストラリア、米国等へ移住する労働人口は多く、

海外からの送金は、GDPの約 23％に相当すると推計され、サモア経済において、経常収支、

国際収支の主要な一部となっている96。また、家計レベルで見た場合、送金は恒常的なもの

というよりは、特定のイベントや贈答に占める割合が高く、収入源としての重要性はそれ

ほど高くないとの指摘はあるものの、多くの世帯は海外からの送金を受領しており、オー

ストラリア開発援助庁の調査によると、56％の世帯が尐なくとも 1 箇所から送金を受領し

ており、38％の世帯については 2 ヶ所から送金を受領している97。食糧や燃料価格の高騰、

サイクロン等と比較すると、送金が貧困に与える影響は軽微であると考えられるが、送金

により、物価が高い割には、自動車や家電製品の所有率から見た実際の生活水準は高いと

の指摘98もあり、海外からの送金の減尐は、貧困に影響を与える要因の一つであると考えら

れる。 

 

                                                   
93 同上, p. 45 
94 同上, pp.12-13 
95 Australian Agency for International Development (2008), Samoa Country Report, p129, 
http://www.ausaid.gov.au/publications/pdf/samoa_study.pdf (2012/02/14アクセス) 
96 同上 
97 Australian Agency for International Development (2008), Samoa Country Report, p129 
98 国際協力機構 (2004), 大洋州地域大型廃棄物処理に係る基礎調査報告書, p.5,  
http://libopac.jica.go.jp/search/detail.do?rowIndex=39&method=detail&bibId=0000165425 (2012/02/14アク
セス) 

http://www.ausaid.gov.au/publications/pdf/samoa_study.pdf
http://libopac.jica.go.jp/search/detail.do?rowIndex=39&method=detail&bibId=0000165425
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図表 44 海外からの送金額の推移（2010年 10月-2011年 10月）99 

 

単位：100万 SAT 
（出所）Central Bank of Samoa (2011), Gross Private Remittance Nov.2011, 

 

 

                                                   
99 http://www.cbs.gov.ws/statistics/pub/ter/2011/cbsstatster11Nov.T2.pdf (2012/02/14アクセス) 
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VII. JICAの優先課題における貧困 
1. 環境・気候変動100 

 サモアは、人口の 70％が海岸線の低地に居住しており、気候変動への適応が求められ

ている。気候変動に伴い、サイクロンの規模拡大や発生頻度が増加し、サイクロンによる

海面の上昇等も発生している。また、気候変動により、海岸の喪失、海岸線の生物多様性

の劣化も発生している。一般に、サモアの農村部では、貧困層は、天然資源に依存して生

計を立てており、特に水資源については、泉や河川の水に依存している割合が高い。気候

変動により、質の高い水の供給に影響を与える洪水の発生頻度の増加、激しい降雤の増加

等が見込まれ、農業や牧畜によって生計を立てている農村部の貧困層にとり、家畜の病気

や農作物に対する脅威を増加させ得るものとなっている。さらに環境に関し、サモア都市

部では、年間の 1 人あたりの廃棄物量は 175kg、農村部では 130kg と推計されており101、

廃棄物処理に関する支援が引き続き求められる状況にある102。 

 

2. 社会サービスの向上 
 教育は、貧困状態に影響を与える最も重要な要素の一つであり、既述のとおり、高等

教育を修了した都市部男性の 27.5％は、所得階層の最上位 10%に属し、4.3％が所得階層最

下位 10％に属するなど、教育と貧困の関連は強い。農村部においても、高等教育を修了し

た男性の 17.6%は所得階層最上位 10％に属し、3.6％が所得階層最下位 10％に属するなど、

地域や男女の差異に関係なく、高い教育と高い所得の間には関係がみられる。このため、

教育の拡充は、貧困削減の観点からも重要であるが、初等教育から中等教育へのスムーズ

な移行や、若年層の識字率向上に課題があり、改善が期待される。 

 

                                                   
100 World Bank, Samoa, Economics of Adaptation to Climate Change Study,  
http://climatechange.worldbank.org/content/samoa-economics-adaptation-climate-change-study 
(2012/02/14アクセス) 
101 Government of Samoa (2010), “ Samoa’s Second National Communication to the United Nations 
Framework Convention on Climate Change”, p22, http://unfccc.int/resource/docs/natc/samnc2.pdf  
102 UNFCCC に提出された各国の National Communication によると、各国の一人当たりの廃棄物の量は、
豪州（2,080kg:2006-07年）、ニュージーランド（749kg:2007年）、パプア・ニューギニア（77-146kg:2000
年）となっている。また、SPRSP/JICA (2010), “ Pacific Regional Solid Waste Management Strategy 
2010-2015”,p8, http://www.sprep.org/attachments/Pacific_RSWMS_2010-2015.pdf によると、大洋州の一
人当たり廃棄物量は、1 日当たり 0.66kg（年間約 220kg）となっており、地域平均との比較において、サ
モアの一人当たり廃棄物の絶対量は、必ずしも多いとは言えない。但し、小さな島嶼国という地理的条件、

十分な数の埋め立て処分場の確保が困難というサモアの社会的状況に鑑みると、重要な課題の一つに位置

付けられると考えられる。 

http://climatechange.worldbank.org/content/samoa-economics-adaptation-climate-change-study
http://unfccc.int/resource/docs/natc/samnc2.pdf
http://www.sprep.org/attachments/Pacific_RSWMS_2010-2015.pdf
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図表 45 都市部における所得階層と最高学歴の分布（2008年）103 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p37 

 

図表 46 農村部における所得階層と最高学歴の分布（2008年）104 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p38 

 

                                                   
103 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Anal
ysis_Report_Final_280310.pdf  
104 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Anal
ysis_Report_Final_280310.pdf 

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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 サモアの HPI 指標が、大洋州の中で比較的良い理由として、安全な水や、衛生設備へ

のアクセス率が高いことが挙げられる。水へのアクセスに関しては、国レベルでみると、

全ての所得階層において、約 80％が水道へのアクセスを有している。衛生設備（水洗トイ

レ）へのアクセスに関しては、全国平均では 80％以上が、衛生設備へのアクセスを有して

いるが、所得階層の最下位 10％のアクセス率は 60％程度に留まっている。また、都市部と

農村部を比較した場合、農村部の方が、衛生設備へのアクセスについて改善の余地が大き

い。 

 

図表 47 水へのアクセスの形態（2008年）105 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010), A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p38 

 

                                                   
105 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Anal
ysis_Report_Final_280310.pdf  

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 48 都市部での衛生設備に対するアクセス（2008年）106 

 

（出所）同上 

 

図表 49 農村部での衛生設備に対するアクセス（2008年）107 

 
（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

                                                   
106 同上  
107 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Anal
ysis_Report_Final_280310.pdf  

http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p39 

 

3. インフラ整備 

電力へのアクセスに関して、サモアでは、ほぼ全ての地域で電気を利用可能であり、事

前に使用分だけ料金を徴収する仕組みが導入されている108。そのため、各世帯は効率的な

電力消費が可能になっており、世帯全体の 97%が電力を使用可能であり、所得階層の下位

に属する世帯であっても、95%が電力を使用可能な状況にある109。但し、電力は照明に使

用されるものの、料理ではあまり使われない。下図のとおり、貧困層ほど調理の際には、

薪を利用している。これらから、貧困者は電力へのアクセスが可能であっても、生活する

上で多くの電力量を要する調理に関しては、現金支出を伴う電力をあまり使用しないこと

が示されている。 

また、道路等のインフラに関しては、世界銀行が、自然災害への対応力強化を目的とし

て、空港、道路、橋等のインフラ整備及び、インフラ資産の管理に必要なキャパシティ・

ビルディングに対する支援を提供しており110、自然災害に対する耐性強化が期待される。 

 

図表 50 所得階層と調理に使用するエネルギー源の分布（2008年）111 

 

（出所）Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, 

and the incidence and the characteristics of hardship & poverty, p.38 

                                                   
108 Government of Samoa and UNDP (2010) A report on the estimation of basic needs poverty line, and the 
incidence and the characteristics of hardship & poverty, p38 
109 同上 
110 World Bank Supports Infrastructure Development in Samoa   
http://web.worldbank.org/external/default/main?pagePK=34370&piPK=34424&theSitePK=4607&menuPK=
34463&contentMDK=20012377 (2012/02/14アクセス) 
111 http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Anal
ysis_Report_Final_280310.pdf    

http://web.worldbank.org/external/default/main?pagePK=34370&piPK=34424&theSitePK=4607&menuPK=34463&contentMDK=20012377
http://web.worldbank.org/external/default/main?pagePK=34370&piPK=34424&theSitePK=4607&menuPK=34463&contentMDK=20012377
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
http://www.undp.org.ws/Portals/12/News%20Room/Publications/Poverty%20Report/SAM_Poverty_Analysis_Report_Final_280310.pdf
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図表 51 世界銀行によるサモアへのインフラ支援の状況（2006年）112 

 

 

 

                                                   
112 http://go.worldbank.org/MBBC1OVC90 (2012/02/16アクセス) 

http://go.worldbank.org/MBBC1OVC90
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（出所）World Bank (2006) Samoa - Infrastructure Asset Management Program Project, Implementation 

Completion and Results Report, p. 40  
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